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5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 本体、高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 取付金具
■ 外形寸法図 (CZ-AF4, CZ-AF4J)
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5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 本体、高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 取付金具
■ 外形寸法図 (CZ-AF4, CZ-AF4J)
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（3）高調波抑制フィルター

1）本体：CZ-AF4 / 本体　耐重塩害：CZ-AF4J/ 自立金具：CZ-AFX4AJ
■外形寸法図（CZ-AF4, CZ-AF4J）
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5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

■ 外形寸法図 (CZ-AFX4AJ)高調波抑制フィルター汎用自立金具／CZ-AFX4AJ…別売品
●外形寸法図
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■外形寸法図（CZ-AFX4AJ）

3. 室外ユニット関連部品
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5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

■ 部品取付図 (CZ-AFX4AJ)
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■部品取付図（CZ-AFX4AJ）
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据付工事説明書　高調波抑制フィルター　汎用

品番
　CZ-AF4（標準仕様）
　CZ-AF4J（重塩害仕様）

取り付け工事の前に室外ユニットに同梱されている｢据付工事説明書｣と、この据付工事説明書をよくお読みの
うえ取り付けてください。特に｢安全上のご注意｣は、施工前に必ずお読みください。

この据付工事説明書は必ず最終使用
の保守担当者のお手元に届くよう
ご配慮お願いします。

■据付工事説明書（CZ-AF4A, CZ-AF4J）

3. 室外ユニット関連部品
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「死亡や重傷を負うおそれがある
内容」です。

してはいけない内容（禁止事項）です。
実行しなければならない内容（強制事項）
です。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

■製品の上に乗ったり物を載せたりしない。（転落、落下など事故の原因）
■電源配線をバンドなどで束ねて収納しない。（発火、火災の原因）
■配線は途中接続しない。
（接触不良や絶縁不良、許容電流オーバーなどにより、感電や火災の原因）
■製品の改造は絶対にしない。
（修理はお買い上げの販売店にご相談ください。故障や感電、火災の原因）

■据付工事は、お買い上げの販売店または、専門業者に依頼し、工事には必ず指定の部品を使って確実
に行う。（ユニットの落下や水漏れ、感電や火災の原因）

■電気部品に触れる前に電源を遮断する。
■配線は所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
確実に固定する。（故障や発熱、火災の原因）

■漏電しゃ断器（全極開閉機能付、高調波対応品）を取り付ける。
（故障や漏電時に、発熱、火災などの原因）
■付属品および別売品は当社指定部品を使用する。
（指定部品を使用しないと、ユニットの落下、水漏れ、感電、火災などの原因）
■電気工事（アース工事を含む）は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内
線規程」およびこの「据付工事説明書」に従って施工する。（感電、火災の原因）

■電源は、必ず専用回路を使用する。（感電、火災のおそれ）
■台風などの強風、地震などに備え所定の据付工事を行う。（転倒などにより、けがの原因）
■据え付けは、重量に十分耐えるところに確実に行う。（ユニットの落下による、けがの原因）
■配線をはさまないように、カバーは元どおり確実に取り付ける。（感電、火災の原因）

■アース工事（D種接地工事）を行う。
アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話などのアース線に接続しない。（感電の原因）
アース線は、ベランダの手すりにとらない。（感電の原因）

■室外ユニットの吸込口やアルミフィンにさわらない。（けがの原因）
■可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へ設置しない。
（万ーガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因）
■漏れた冷媒が滞留するおそれがある場所に設置しない。
（万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因）

■据付工事説明書に記載されていない方法や、指定部品を使用しない方法で据え付けされたことにより事故や
損傷が生じたときには、当社では責任を負えません。またその据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保
証の対象外となります。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

安全上のご注意 必ずお守りください
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1-2. 外形図

■ CZ-AFX4AJ（自立金具）組付時
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1-3. 結線図
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制御基板(HK_AF211)

冷却ファン（奥）

RUNﾗﾝﾌﾟ
故障表示用7ｾｸﾞﾒﾝﾄ

アース

ｺﾈｸﾀ CN2

ｺﾈｸﾀ CN4

ｺﾈｸﾀ CN1

ｺﾈｸﾀ CN1

電源端子板 

CHARGEランプ LED1 

1-4. 部品配置図

FO5

F1

中板

FO6

アース

FL基板(HK_FL211)

FO1

FO2

ACCT（奥）

3. 室外ユニット関連部品
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●基礎はコンクリート等で作り､水はけを良くしてくだ
さい｡

●高調波抑制フィルターはアンカーボルト（M8 4か所
現地調達）で必ず固定してください。また、上部から固
定用ワッシャー（現地調達）を使用してください。

●コンクリートブロックを使用する際には、強風などでコ
ンクリートブロックが動かないように固定してください。

●屋上など、周りに防風物がなく台風などの強風が当た
る可能性がある場所に設置する場合には、転倒防止ワ
イヤー（現地調達）などで固定してください。

●設置寸法は、室外ユニットの熱交換器を塞がないよう
に室外ユニットから200mm以上離してください。

●メンテナンススペースとして、前面側は700mm以上確
保してください。

■ユニットの設置

●付属のネジ（8×20）を仮締めし、自立金具（A）が
水平になるよう調整します。調整後、指定のトルク値
で本締めします。

※取り付け方向に注意してください。

●高調波抑制フィルター本体底面のネジM5
（4個）をはずし、そのネジで本体に自立金
具を取り付けます。

※取り付け時は、レンチやプラスドライバー
（全長300mm以下）などをご使用ください。

●風通しのよい水平な場所に設置してください。

●吸気口、排気口を塞がないでください。また、降雪
地帯では積雪に注意してください。

●右側面、左側面100mmは他の機器および壁面と離
してください。なお、高調波抑制フィルターを併設す
る場合は200mm以上の間隔を離して設置してくだ
さい。

●他の機器の排熱の影響を受けない場所に設置してく
ださい。

■自立金具（CZ-AFX4AJ）の取り付けかた

■自立金具（付属ネジ含）は別売品になります。

2-1. 高調波抑制フィルターを自立する据付方法

締付トルク①

締付トルク②

11.0±1.0N･m

2.9±0.2N･m

転倒防止ワイヤー
固定用ボルト

高調波抑制フィルター
本体（正面側）

自立金具

付属ネジ8個
（8×20）

締付トルク①

アンカーボルト
（M8)

自立金具（B）

本体底面ネジ4個
（M5）

締付トルク②

自立金具（A）

3. 室外ユニット関連部品
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高調波抑制フィルターはインバーターの電流が５Ａ以上になると、自動的に運転を開始し、２Ａ以下になると停止します。 

高調波抑制フィルター運転中は、制御基板上のＲＵＮ（LED3）が点灯します。 

基本的な動作状態は、以下のようになります。 

状態  高調波抑制フィルターの表示 

元電源 ＩＮＶ状態 CHARGEランプ RUNランプ ７セグLED 

異常リトライ中 ＯＮ 運転 ○ ○ 異常 No.表示
(注 2) 

異常 ＯＮ 運転 ○ × 異常 No.表示
(注 2) 

×：消灯 ○：点灯 

(注 1)元電源がＯＦＦしても数分間は消灯しません。 

(注 2)異常内容と番号は下表参照 

ＬＥＤ表示 等因原るれらえ考容内ーラエ

０ ＡＣＣＴコネクターはずれ 制御基板CN4抜け確認 

4. 試運転4. 試運転

停電 ＯＦＦ － × (注1) ×  × 

正常運転中 ＯＮ 停止  ○  ×  ×  

ＯＮ 運転 ○ ○ × 

１ 電源過電圧（250V以上） 電源電圧上昇、制御基板異常等 

２ 電源不足電圧（160V以下） 電源電圧低下、制御基板異常等 

３ 直流母線過電圧（390V以上） 電源･負荷の急変、制御基板異常等 

４ 直流母線過電圧（420V以上） 電源･負荷の急変、制御基板異常等 

５ 直流母線不足電圧（201V以下） 制御基板異常等 

７ ＩＰＭエラー 電源異常、冷却ファン異常、制御基板異常等

８ 起動直後の過電流 電源逆相、欠相、配線異常等 

Ａ 瞬時停電 瞬時停電等 

Ｃ 過電流 電源・負荷の急変、制御基板異常等

Ｆ 周波数（同期エラー）  周波数異常、周波数急変等 

配線接続のゆるみ、極性間違い等がないか今一度確認ください。 
電源端子と、アース端子間を 500V メガーで測って、1ＭΩ以下の場合は運転しないで
ください。 
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装置内を点検するときは、電源を切ってから数分以上待って、ＣＨＡＲＧＥ（LED1）が消灯していることを確

認すると共に、テスター等で主コンデンサーが放電していることを確認してから行ってください。 

異常現象 応対時ＧＮ査調法方査調因原定推示表ＤＥＬ

コネクター抜け・接触 ＣＮ4接続確認 0 
換交板基御制転運再良不板基御制

電源環境不良 電源電圧、瞬停確認 － 
配線はずれ 機器内の配線接続確認 

換交板基制御良不抗抵止防流電入突
換交板基御制転運再
換交板基御制

換交板基御制

転運再

転運再
転運再

良不板基御制

1,2,3,4,5 

制御基板不良

制御基板不良

コネクターはずれ確認冷却ファン不良 

風路閉鎖 冷却ファン風路確認 
駆動回路不良 運転時CN2-1P,3P間電圧なし

7 

換交板基御制
制御基板交換 

転運再他・知検誤
電源環境不良 瞬停発生確認 － Ａ 

換交板基御制良不板基御制

主リアクトル不良 3つの抵抗値比較 
地絡確認 
抵抗値確認

ＦＬ基板交換 

換交ＴＣＣＡ良不ＴＣＣＡ

Ｃ 

換交板基御制転運再

転運再

他・作動誤・知検誤
電源環境不良 電源周波数確認 

定格±5%以内
－

故障表示
あり 

Ｆ

制御基板不良 制御基板交換

電源配線の欠相 配線接続確認 不具合部補修
主回路ヒューズ切れ ヒューズ切れ確認 「主回路ヒューズ切れ」

の項へ
ＦＬ基板ヒューズ切れ ヒューズ切れ確認 「ＦＬ基板ヒューズ切れ」

の項へ

LED 1表示：
なし

制御基板不良・他 再運転

再運転

制御基板交換

地絡 対地間抵抗＞1ＭΩ 不具合部修正

ＦＬ基板不良 ＦＬ基板上Ｃ膨らみ ＦＬ基板交換

主回路 
ヒューズ切れ

制御基板不良 制御基板交換

冷却ファン不良 冷却ファン配線地絡確認 冷却ファン交換ＦＬ基板
ヒューズ切れ

制御基板
ヒューズ切れ

電源回路不良 － ＦＬ基板交換

電源回路不良 － 制御基板交換

上位ブレーカー
遮断

地絡 対地間抵抗＞1ＭΩ 不具合部補修

ネジ緩み 各部締め付け確認 不具合部補修
ＦＬ基板不良 ＦＬ基板上Ｃ膨らみ ＦＬ基板交換

故障表示
なし

騒 音
（ビビリ音）

（F05,F06）

（F1）

（FL基板：
　F01,F02）

（高周波音） 電源インピーダンス 電源電圧波形確認 個別対応（電源）

5. 故障時の対応5. 故障時の対応

不具合部補修 

不具合部補修 

不具合部補修 

不具合部補修 

－ 

6. 廃棄時の注意6. 廃棄時の注意

本装置を廃棄するときは、産業廃棄物として処理してください。 

ACXF60-24695
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2）取付金具：CZ-AFX4GJ
■部品取付図（CZ-AFX4GJ）右側面
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■部品取付図（CZ-AFX4GJ）左側面
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据付工事説明書

● 取り付け工事の前にユニットに同梱されている「据付工事説明書」と、この据付工事説明書をよくお読みの
うえ取り付けてください。特に「安全上のご注意」は、施工前に必ずお読みください。また、この据付工事
説明書はお客様で保管いただくように依頼してください。

● 高調波抑制フィルターは当社製品（CZ-AF4（J））を使用してください。
● メンテナンススペース・配線接続方法はハイブリッド形 GHP の据付説明書を参照してください。

適用ユニット 30馬力一体型ハイブリッド（Uシリーズ）

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれ
がある内容」です。警告

必ずお守りください

してはいけない内容（禁止事項）です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

実行しなければならない内容（強制事項）です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。注意

安全上のご注意

■ 据付工事説明書に記載されていない方法や、各説明書に記載されていない本体および付属品への追加工、指定の部品を使
用しない方法で据え付けされたことにより事故や損害が生じたときには、当社では責任を負えません。
また、その据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。

高調波抑制フィルター取付金具

品番：CZ-AFX4GJ

■ 付属品は当社指定の部品を使用する
（指定の部品を使用しないと、水漏れ、感電、火
災などの原因）

■ 据付・電気工事は、販売店か専門業者に依頼する
（感電・火災等の原因）

■ 据付工事は、ユニットの「据付工事説明書」に従っ
て行う

（感電・火災等の原因）
■ 据え付けは、重量に十分耐えられる所に確実に行う

（ユニットの落下による、けがの原因）
■ 配線は、所定のケーブルを確実に接続し、端子接

続部に、ケーブルの外力が伝わらないように固定
する

（発熱・火災等の原因）
■ 本製品及び高調波抑制フィルターの上には乗らない

■ 据付作業中に冷媒が漏れたときは換気する
（冷媒ガスが溶接バーナー等の火気に触れると有
毒ガスが発生する原因）

■ 据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを
確認する

（冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒ－ター、スト－
ブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生
する原因）

■ 電気工事は、電気工事士が下記に従って行う
● 電気設備に関する技術基準
● 内線規程
● 据付工事説明書

（感電・火災の原因）
■ 工事は、ユニットの漏電しゃ断器を切ってから行う

（感電の原因）

必ず守る

禁 止

■ 改造・改修は絶対にしない
（修理はお買い上げの販売店または専門業者にご相談ください。故障や感電、火災の原因）

警告

■据付工事説明書（CZ-AFX4GJ）
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２．取り付け位置

付属品は据付工事に必要なため、工事が完了するまで捨てないでください。１．付属品

● 右側面・左側面に取付が可能です。

高調波抑制
フィルター

高調波抑制
フィルター

ネジ（M6）
（12 個）

ワッシャー（呼び 6）
（16 個）

金具 D
（2 個）

金具 C
（1 個）

金具 B
（1 個）

金具 A
（2 個）

金具 E
（2 個）

注意ラベル
（1 個）

右側面左側面

配管側 配管側

3. 室外ユニット関連部品
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3．取り付け手順
1．コーナーフレームのネジ（M6×4 本）を取り外し、取り外したネジに付属のワッシャーを取り付けて、

金具 A をコーナーフレームと共締めしてください。その際、金具 A の向きに注意してください。※1
2．金具 A の上 2 か所にネジ（M6）及びワッシャーを使って、少し浮かせた状態まで仮締めしてください。

※2

アクティブフィルタ右側面

図 1 図 2

右側面の場合

3．金具 B を高調波抑制フィルター右側面のネジ（M4×2 本）を使って共締めしてください。（図 1）
4．金具 C を高調波抑制フィルター底面のネジ（M5×4 本）を使って共締めしてください。（図 2）

その際、金具 C の取り付け向きに注意してください。※3

コーナーフレーム

金具 A

金具 A

ネジ（M6）・ワッシャー ※2

ネジ（M6）・ワッシャー ※1

ネジ（M6）・ワッシャー ※1

ネジ（M6）・ワッシャー ※1 ネジ（M6）・ワッシャー ※1

前面

上面 金具 B

右側面

ネジ（M4）

＊上面の傾斜が下になっている方向が前面です。

金具 C ※3

高調波抑制フィルター
底面

高調波抑制
フィルター
右側面

ネジ（M5）

ネジ（M5）
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3．取り付け手順（つづき）

ネジ（M6）・
ワッシャー

ネジ（M6）・
ワッシャー

下穴

金具D

金具E 金具E

5．金具Dと3、4で金具を取り付けた高調波抑制フィルターをネジ（M6）及びワッシャーで締めてください。
（図 3）

6．金具 Eをネジ（M6）及びワッシャーで締めてください。（図 4）

7．2で取り付けたネジに金具Bを掛け、ネジ（M6）及びワッシャーで上下 4か所締めます。
下の穴から金具をはめて下にずらすとネジを外さずに金具を固定できます。（図 5）

8．高調波抑制フィルターの上面に注意ラベルを貼ります。
電源盤を操作する際は前蓋のネジ（M5）を 6本外して、前蓋を下にスライドしてください。（図 6）

図3 図4

図5 図6

高調波抑制フィルター左側面 高調波抑制フィルター左側面

ネジ（M6）・
ワッシャー

ネジ（M6）・
ワッシャー

注意ラベル

前蓋

ネジ（M5）

ネジ（M5）
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